



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（52） Jean-PaulSartre,Autoportrait	a soixante-dix ans,SituationsX,
58
Galimard,1976,p.206.
（53） 近年日本でも「国際バカロレア」が話題となっている。ジュネーブに本部を置
く国際バカロレア機構が統括し，1968年に設置されたプログラムで，「世界の複
雑さを理解して，そのことに対処できる生徒を育成し，生徒に対し，未来へ責任
ある行動をとるための態度とスキルを身に付けさせるとともに，国際的に通用す
る大学入学資格（国際バカロレア資格）を与え，大学進学へのルートを確保する
ことを目的」としている（文部科学省 IB教育推進コンソーシアム：https://
ibconsortium.mext.go.jp/about-ib/；2019年10月6日閲覧）。中等教育の修了
の証明と大学への進学資格保証を目的としている点でフランスのバカロレアを国
際レベルに広げたものと考えられよう。
（54） フランス国民教育省：https://www.education.gouv.fr/cid143/le-baccalaur
eat.html#L・organisationdubaccalaureat；2019年9月18日閲覧。
（55） Jean-PaulSartre,LeMuraulycee,publiedanslarubriqueLibres
opinionsdansleMondedu18janvier1969;cf.OR,pp.18071810.
（56） Jean-PaulSartre,Priered・insererduMur;cf.OR,p.1807.
（57） 1972年に発表されたジュヌヴィエーヴ・イットの『壁』の分析は「挑発の技
術と文脈」という副題を伴っている。Cf.GenevieveIdt,LeMurdeJean-Paul
Sartre.Techniquesetcontexted・uneprovocation,op.cit.
（58） Jean-PaulSartre,Cahierspourunemorale,op.cit.『存在と無』の最後で予
告された「倫理学研究」のための準備ノートであり，サルトルの死後1983年に
出版された。そのためかなり読みづらい文章で，高校生の試験の課題としては難
問だと言わざるを得ない。ただし試験に取られた一節は自由に関する部分であり，
その意味でサルトルの理論をあらかじめ知っていれば「どうにかなる」とも言え
る。
（59） GeorgeSand,Histoiredemavie（18541855）.RomainGary,LaPromessede
l・aube（1960）.Jean-PaulSartre,LesMots（1964）.
（60） 3つの引用は，プレイヤード版では38ページ。「本気で（pourdebon）」は
イタリック体で強調されている。
（61） AlexandreAstruc,MichelContat,Sartre,op.cit.,p.112.
（62） この点に関しては，ヴェロニック・サムソンが，ジャンフランソワ・ルエッ
トやジャック・ルカルムの名を引用して同様の指摘をしている。Cf.Veronique
Samson,Onentredansunmortcommedansunlivre:Sartreirreveren-
cieuxCf.https://self.hypotheses.org/publications-en-ligne/lirreverence/
lirreverence-critique-2：2019年 10月 8日閲覧；Jean-FranoisLouette,Les
Motsetautresecritsautobiographiques,BibiliothequedelaPleiade,op.cit.,
p.12941307;JacquesLecarme,LesMotsdeSartre:uncaslimitedel・auto-
biographie?,Revued・HistoireliterairedelaFrance,n	6,1975,p.10471066.
（63） Cf.Jean-FranoisLouette,Surl・engagementsartrien:LesMots,Les
Tempsmodernes.51annee,mars-avril-mai,1996,N	587.
（64） サルトルの「隠れた欲望」の分析としてはジョゼット・パカリーが1980年に
出した精神分析の応用である『鏡に映ったサルトル』が「古典的」であるが，そ
ジャンポール・サルトル：反体制の体制化 59
もそも精神分析の「科学性」に対する疑問は，カール・ポッパーの言う「反証不
可能性」など散々論じられた感があり，せいぜい「そういう見方もあるかな」と
されなければ「とんでもない」と否定される傾向にある。Cf.JosettePacaly,
Sartreaumiroir.Unelecturepsychanalytiquedesesecritsbiographiques,
Klincksieck,1980.
（65）「死んでいく子供を前にして『嘔吐』は重みを持たない」Cf.Jean-Paul
Sartres・expliquesurLesMots,interviewparJacquelinePiatier,LeMonde,
18avril1964.Cf.ES.,p.398.
（66） OR,p.192.
（67） https://www.franceculture.fr/emissions/le-gai-savoir/les-mots-sartre-0
2019年9月22日閲覧。
（68） Cf.Jean-PaulSartre,L・EtreetleNeant,1943［1998］,Tel,4partie,
chapitre1er,II,E）Mamort,pp.576592.
（フランス・欧米・思想・文学／国際文化学部教授）
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